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リコンビナント可溶性ヒトIgAFcレセプター
（sFcαR）のリガンド結合特異性の検討
（免疫学）下　邦明、水口純一郎
（京大病理1）嶋田俊夫
（アラバマ大）久場川博三、
　　　　　　iMax　D．　Cooper
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口腔粘膜の線維増殖性病変におけるFactorXUa
陽膨細胞の免疫組織化学的研究
一とくにS－100蛋白陽性樹状細胞との関連について一
（霞ケ浦・口腔外科）井上　雄，
　山田容三，竹部幹浩，高森基史，松川　聡
（霞ヶ浦・病理部）草間　博
（口腔外科学）北島晴比古，千葉博茂
［目的］血清中の工gAはIgGに次いで大量に存在し、
従ってその全身性免疫機構内での役割も大きいものと考え
られるが、粘膜組織以外の流血中でのその作用機構は未だ
に不明の点が多い。　流血中のIgAはFcαRを介した
シグナルで、IgGの場合と同様に免疫系の制御に関与す
ると考えられる。　しかし、FcαRは膜結合型のみが知
られているので、我々は近年分離されたヒトIgAFcレ
セプターLX（FcαR）遺伝子の膜貫通部分に停止コドンを
導入して発現ベクターに組み入れ、可溶性FcαR（sF
cαR）リコンビナント蛋白を作製し、全身性免疫機構中
の工gAの｛賂1を解析しようと考え、そのために先ずsF
cαRのリガンド結合特異性について検討した。
〔方法］sFcαRは発現型ベクターpD303プラスミ
ドに、細胞内ドメイン欠損ヒトFcαR遣伝子を組み入れ
て、Cos7細胞内で発現させ、培養上清中に分泌される
sFcαRを用いた。
　抗ヒトFcαRはCooper教授の研究室で作製され
たA3，　A59，　A6　3．　A77と、　My43を用いた。
　リガンドとしてヒトIgG　2例、工gM　1例、　IgD
1例、　IgA1κ　3例、　IgA1λ，3例，　IgA2兀
1例、　マウスIgA4種、のミエローマ蛋白を用いた。
［結果］1）4種の抗ヒトFcαRmAb　A　3，　A59，
A62，A77を用いてELISA法で検討したところ、
A3，　A77でIgAの結合が検出され、また使用するC
os7培養上清濃度は1：2迄プラトーを示し、1＝2を
使用することとした。
2）ヒトIgAに関してはIgA1，　IgA2何れのサブ
タイプも又κ鎖、λ鎖何れの轟轟型でも変わりなく結合し
たが他のアイソタイプは全く結合せず、リガンドのアイソ
タイプ待異性が確認された。
3）マウスIgAパラプロテイン4種については全く結合
は認められず、リガンドの生物種特異性が確認された。
4）リガンドであるIgAを固相に固定しsFcαRを加
え、抗FcαRmAbで検出すると全く検出出来なかった。
5）sFcαRを加える時に同時に抗FcαR抗体を加え
て行うと、sFcαRの濃度依存性に結合が検出できた。
　これは1）細胞内ドメイン欠損が抗体との結合で安定化
し、リガンド結合性を回復するのか、2）抗体で架橋し二
量体を形成してリガンド結合活性が現れるのか、どちらか
と考えられた。　そこで先ず抗FcαR抗体をパパイン処
理Fabフラグメントを作製して固相に固定しsFcαR
を加えてIgAの結合活性を調べると、結合は認められず、
抗マウスκ鎖抗体で抗耳。αRFabフラグメントを二
価に戻すと、sFcαRはIgA結合性を示した。
　［結論］1）sFoαRはリガンドにアイソタイプ、及び
種特異性を示す。
2）sFOαRは特異抗体による架橋によって2量体を形
成して初めてリガンド結合活性を生じる。
　血液凝固第二因子は，フィブリン安定化因子と
して血液凝固や創傷治癒における組織の線維化
に関係している．
　皮膚科領域で多くみられるdermatofibromaは
Factor】皿a陽性細胞の増殖であることが判明し，
表皮におけるこの細胞の役割について研究が進
められている．口腔粘膜には線維性病変が多くみ
られるがFactor】皿a陽性細胞の動態に関する報
告は少ない．
方法＝！993年忌ら1995年目での3年間に，当科に
おいて切除された口腔内の線維増殖性病変のパ
ラフィン包埋材料53例を用いてASSERA皿a抗体
の免疫組織化学的染色を行い，FactorX皿a陽性細
胞の局在を検：記し，またS－100陽性樹状細胞との
関連について検討した．
結果：肉芽組織から線維化の初期段階における
27症例に陽性細胞が多く認められた．また，線維
化の進行した26症例のほとんどで陽性細胞が少
数であった．Factor】皿a陽性細胞と抗原提示細胞
として知られるS－100蛋白陽性樹状細胞との関
連を検索するため陽性27例に免疫組織化学的染
色を行ったところ22例に陽性細胞が多かった．さ
らに，二重染色を行い分布について検：高したとこ
ろFactor皿a陽性細胞とS－100蛋白陽性樹状細胞
は密接な関係をもって分布する傾向がみられた．
　S－100陽性樹状細胞がFactor皿a陽性細胞を活
性化して線維化を促進している可能性が示唆さ
れる所見を得た．
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